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審 査 結 果 の 要 旨
わが国ではフグぽ美味な高級魚 と して広 く賞味 されてい る。 しか しながら種類や組織に よって
は猛毒テ トロ ドトキシ ン(TTX)が 高濃 度で存在す るため,高 死亡率の食中毒の原因 となる。わ
が国で発生す る食 中毒死亡率事例の大半は フグ中毒が原因であ り,フ グの毒性監視は食品衛生上
極めて重要 な課題 である。近年,フ グ'の需要が著 しく拡大 した ため,従 来 ぽ食用の対象 とされな
か った種類や,外 国産の種類が消費の対象 とされつつある。 この よ うな新た な食用対象種にっ い
ての毒性調査 は十分に なされていず,特 に,南 日本沿 岸種 にぽ毒性 不明種 が多 く,早 急な調査が
急務 とされ ていた。
本研究 では,ま ず,沖 縄県及び太 平洋熱帯 域の6力 国か ら入手 した9種65検体 のフグの筋肉,
皮,肝 臓,生 殖巣,腸 管の毒性を測定 し,食 用種 として適否に ついて資料 を作製 した。 また,本
州沿岸種 と南方種でぽ毒の組織 別分布に顕著 な差 があ り,前 者 でば通常肝臓 が高 い毒性を示すの
に対 して後者では大部分の種 類で皮,も し くは,卵 巣が最 高の毒性 を有 し,肝 臓 の毒性ぽ極めて
低い ことを明 らかに した。 これ らの知見 は調査 ・加工 の際 に高毒部位に よる汚染や混入の排除に
役立つ。
次に,南 方産 の毒組成 を精査 し,TTX以 外に6一 エ ビTTX,11一デ オキシTTX,l!一 オキ
ソTTX,11一ノルTTX-6(R)一オールを単離 し,各 種スペ ク トル測定 で構造 を決定 した。前2
成分を フグか ら同定 したのは初 めてであ り,後2成 分は天然物 と しては初めて構造 が決定 され た
成分であ る。 これ らの成分の構造か らTTXの 生合成,及 び,代 謝経路について重要 な情報が得 ら
れた。
高速液体 ク ロマ トグラフ ィーを用いて,TTX関 連成分 の微量迅速分析条件 を設定 し,得 られ
た値 とマ ウス毒性 とを対比 した ところ,顕 著な差異が認め られた。 この ことよ りTTX関 連 化合
物以外 の有'毒成分 の存在を推定 し,細 心な分析 に よ リサキ シ トキ シンが全毒量 の20%も占め る事
を発見 した。 プラ ンク トン由来の貝毒成分 として知 られる本成分 が フグ中に高含量 で存在iするこ
とば極め て特異であ る。
以上の ように本論文は本邦南岸種,及 び,南 方産 フグの食用種 としての適否 を明 らかに したば
か りでな く,毒 の特異な分布 と組成 の解明,新 成分 の構造決定 を行 ってお り,そ の成果は農学博
士の授与に値す ると判断 され た。
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